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国
際
交
流
と
い
う
と
、
皆
さ
ん
は
何
を
想
像
し
ま
す
か
。

海
外
へ
旅
行
や
留
学
を
す
る
、
外
国
語
を
勉
強
し
て
外
国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
…
な
ど
と
考
え
る
と
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
難
し
い
と

感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
は
そ
ん
な
難
し
い
こ
と
を
し
な
く
て
も
、
外
国
の
こ
と
を
知

り
、
外
国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
内
に
は
、
外
国
人
な
ど
に
日
本
語
を
教
え
る「
二
本
松
国
際
交
流
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア　

ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト
」と
い
う
教
室
が
あ
り
ま
す
。

今
月
号
で
は
、「
ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト
」を
紹
介
し
な
が
ら
、
身
近
な
国
際
交

流
に
つ
い
て
探
り
ま
す
。

　
「
ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト
」の
発
足

は
１
９
９
９
年
５
月
。
た
く
さ

ん
の
具
材
が
入
っ
て
い
る
二
本

松
の
郷
土
料
理「
ざ
く
ざ
く
」の

よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
出
し

合
っ
て
、
み
ん
な
で
良
い
も
の

を
作
り
上
げ
て
い
こ
う
、
と
い

う
思
い
か
ら
、
こ
の
名
前
に
な

り
ま
し
た
。
ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト

で
は
、「
先
生
」「
生
徒
」と
い
う

関
係
は
な
く
、
日
本
語
を
教
わ

る
人
を「
学
習
者
」、
日
本
語
を

教
え
る
人
を「
支
援
者
」と
位
置

づ
け
、
毎
週
金
曜
日
の
午
後
７

時
か
ら
９
時
ま
で
、
二
本
松
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

会
費
は
年
間
千
円
。
高
校
生

以
下
は
半
額
で
、
支
援
者
で
あ

る
日
本
人
も
会
費
を
負
担
し
て

い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
な
ど
は
す

べ
て
学
習
者
が
自
分
で
購
入
し

準
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
教
室
内
は
少
人
数
グ
ル
ー

プ
の
個
別
指
導
で
、
会
話
は
す

べ
て
日
本
語
で
す
。

　

発
足
の
き
っ
か
け
は
、
現
在

ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト
の
代
表
を
務

め
る
菊
地
紀
子
さ
ん
が
、
外
国

料
理
を
作
る
市
民
講
座
に
参
加

し
た
と
き
の
こ
と
で
し
た
。
料

理
を
教
え
て
く
れ
る
外
国
人
が
、

「
日
本
語
を
勉
強
し
た
い
」と
話

し
た
の
で
す
。
そ
の
当
時
、
二

本
松
市
内
に
は
日
本
語
教
室
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
訓
練
所
の
あ
る
二
本
松
で

日
本
語
教
室
が
な
い
の
は
寂
し

い
。
日
本
語
教
室
を
や
ろ
う
。」

と
仲
間
と
一
緒
に
立
ち
上
げ
た

の
で
す
。

　

立
ち
上
げ
の
際
に
は
、
福
島

県
国
際
交
流
協
会
や
、
近
隣
で

活
動
し
て
い
た
日
本
語
教
室

（
当
時
の
岩
代
町
に
も
存
在
）、

市
の
関
係
部
署
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
、
少
し
ず
つ
形
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト
の
学
習
者

は
外
国
人
だ
け
で
は
な
く
、
日

本
人
の
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る

方
も
い
ま
す
。
手
話
の
日
本
語

と
、
書
く
日
本
語
で
は
文
法
が

異
な
る
た
め
、
学
び
に
来
る
の

で
す
。
日
本
語
を
学
び
た
い
人

な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

年
々
増
加
し
て
い
る
、
日
本

に
住
む
外
国
人
。
共
に
暮
ら
し

て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
、
ざ

く
ざ
く
ネ
ッ
ト
に
関
わ
る
人
た

ち
か
ら
考
え
ま
す
。

二
本
松
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 『
ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト
』

身
近
な

国
際
交
流
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二本松市における外国人人口の推移
※住民基本台帳人口より

※�特筆すべきは男性人口の増加で、市内に働きに来る外国人の数が増えていることを
示す結果となっている。

学習者・支援者の皆さん揃っての一コマ。この日集まった学習者の出身地は、インドネシア、ケニア、シリア、中国、フィリピン、ブラジル、
ベトナム。さらに国際交流体験で安達高校の生徒と先生も参加していました。

１

２ ３

１_毎回和やかな雰囲気の中、ざくざくネットの学習は進められる　２_黒
板の『ざくざくネット』の文字は、ベトナム出身の学習者が書いたもの。最
初に書いた時、「”さ”の何かが足りないよ〜」と支援者から指摘を受ける場
面も　３_他の学習者と考えながら、書き直して、無事完成

今
こん
回
かい
の特

とく
集
しゅう
記
き
事
じ
に全

すべ
てフリガナをふったものを

ウェブサイトで見
み
ることができます。

http://www.city.nihonmatsu.lg.jp/page/kouhou201812.html



4広報にほんまつ　2018.12

若
い
う
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
積
み
た
い
と
思
っ
て

い
た
私
は
、
日
本
へ
来
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

　

技
能
実
習
生（
※
１
）と
し
て
、
プ

レ
ス
機
械
や
Ｎ
Ｃ
旋
盤（
※
２
）で
部

品
を
作
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

仕
事
に
慣
れ
る
ま
で
苦
労
し
ま
し

た
が
、
１
年
経
ち
仕
事
に
も
慣
れ

ま
し
た
。
３
交
替
勤
務
で
大
変
で

す
が
、
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト
に
は
、
先
輩

に
誘
わ
れ
て
参
加
し
始
め
ま
し
た
。

勤
務
時
間
が
不
規
則
な
の
で
な
か

な
か
参
加
で
き
ま
せ
ん
が
、
先
生

（
支
援
者
）は
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
で

出
会
っ
た
方
に
助
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
教
室
で
知
り
合
っ
た
人
た
ち

と
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
や
り
と
り
を
通

し
て
、
困
っ
た
こ
と
や
分
か
ら
な

い
こ
と
を
聞
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

お
か
げ
で
、
日
本
語
能
力
試
験
の

「
Ｎ
３
」（
３
級
相
当
）に
合
格
で
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
勉
強
を
頑
張
っ

て「
Ｎ
２
」（
２
級
相
当
）を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

休
み
の
日
に
は
、
ざ
く
ざ
く

ネ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
と
サ
ッ
カ
ー

を
す
る
な
ど
交
流
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
帰
っ

た
ら
、
身
に
付
け
た
日
本
語
を
活

か
し
て
、
通
訳
か
不
動
産
の
仕
事

で
起
業
し
て
み
た
い
で
す
。

※
１ 

技
能
実
習
制
度

技
能
、
技
術
ま
た
は
知
識
の
開
発
途
上

国
等
へ
の
移
転
を
図
り
、
開
発
途
上
国

等
の
経
済
発
展
を
担
う「
人
づ
く
り
」に

協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

２
０
１
６
年
に
公
布
さ
れ
た
技
能
実
習

法
が
２
０
１
７
年
に
改
正
さ
れ
、
技
能

実
習
制
度
が
拡
充
さ
れ
た
。
実
習
の
最

長
期
間
が
３
年
間
か
ら
５
年
間
と
な
っ

た
ほ
か
、
人
数
枠
が
倍
と
な
っ
た
。

※
２ 

Ｎ
Ｃ
旋
盤

円
柱
状
の
加
工
材
料
を
回
転
さ
せ
、
刃
物

を
当
て
て
不
要
部
分
を
削
り
取
る
金
属
加

工
で
あ
る
旋
盤
の
う
ち
、
複
数
の
刃
物
を

使
用
し
て
生
産
効
率
を
高
め
た
も
の
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
育
ち
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
し
か
話
せ
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
働
き
な
が
ら
日
本

語
を
勉
強
し
ま
し
た
。
日
本
人
の

同
僚
な
ど
と
積
極
的
に
会
話
し
、

話
す
こ
と
は
す
ぐ
に
覚
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
ひ
ら
が
な
と
カ
タ
カ
ナ

は
独
学
で
覚
え
た
た
め
、
書
き
順

が
正
し
く
な
く
、
娘
が
小
学
校
で

勉
強
し
て
い
る
と
き
に
一
緒
に
勉

強
し
て
覚
え
ま
し
た
。

　

日
本
語
は
、
話
し
言
葉
と
書
き

言
葉
が
違
う
の
で
、
難
し
い
で
す
。

特
に
、
漢
字
が
と
て
も
難
し
く
、

分
か
ら
な
い
漢
字
が
あ
る
と
き
は
、

周
囲
の
文
章
か
ら
推
測
し
た
り
、

娘
に
聞
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
ざ

く
ざ
く
ネ
ッ
ト
に
持
っ
て
行
っ
て

教
え
て
も
ら
い
ま
す
。
日
本
語
は

難
し
い
で
す
が
、
面
白
い
で
す
。

ま
た
、
二
本
松
に
初
め
て
来
た
と

き
に
、
訛な

ま

っ
て
い
た
の
で「
日
本

語
が
違
う
」と
思
い
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。（
笑
）

　

ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト
は
、
娘
が
小

学
生
に
な
り
、
徐
々
に
学
校
の
勉

強
を
教
え
ら
れ
な
く
な
り
困
っ
て

知
人
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
紹
介
さ

れ
、
５
～
６
年
前
か
ら
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、

日
本
に
慣
れ
て
い
な
い
メ
ン
バ
ー

の
相
談
に
乗
っ
た
り
、
遊
び
に
出

掛
け
た
り
と
、
交
流
す
る
こ
と
で

支
え
合
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
、
と
て
も
便
利
で
安
全

だ
と
感
じ
ま
す
。
日
本
人
の
友
人

も
増
え
、
マ
マ
友
と
の
付
き
合
い

も
楽
し
い
で
す
。
料
理
が
得
意
な

の
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
を
振
る
舞

う
こ
と
も
あ
り
、
安
達
高
校
や
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
で
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
を
教
え

た
り
も
し
ま
し
た
。

　

ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
た
く

さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
支
え
合
う
こ

と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

interview1
イス・マイル・ヌル・ハサンさん

（インドネシア出身）

2017年8月に来日し、市内の企業
で技能実習生として働く。来日前
に４カ月ほど日本語の勉強をした。
現在20歳で、両親と中学１年の妹
がインドネシアにいる。日本に来
ることを心配していた母も、今は
応援してくれている。

interview2
桑
くわ

原
ばら

 ヒカリさん
（ブラジル出身）

福島市出身の父と北海道出身の母
の間に生まれ、学生時代までブラ
ジルで育った。先に日本で働いて
いた姉に誘われ、両親が生まれ
育った日本を見てみたいと思い来
日を決め、日本で就職。来日後は
群馬県で働いた後、1999年に二
本松市へ。その後結婚し、中学２
年の娘を育てながら働いている。

共
に
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
へ

　

ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト
の
教
室
を

の
ぞ
い
て
み
る
と
、
海
外
へ

行
っ
た
り
外
国
語
が
話
せ
な
く

て
も
、
こ
の
ま
ち
に
い
な
が
ら

国
際
交
流
が
で
き
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

外
国
人
と
会
話
を
す
る
際
は
、

相
手
の
言
い
た
い
こ
と
を
理
解

し
よ
う
と
す
る
姿
勢
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
す

る
姿
勢
が
大
切
で
す
。
そ
れ
は

日
本
に
住
む
外
国
人
に
対
し
て

だ
け
で
な
く
、
観
光
で
訪
れ
た

外
国
人
に
も
同
様
の
こ
と
が
言

え
ま
す
。
そ
れ
が
、
市
民
レ
ベ

ル
の
お
も
て
な
し
に
も
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
に
住
む
外
国
人
が
年
々 インドネシア出身のマイルさんらが、安達高校の先生

と生徒と一緒に、仕事の話などで盛り上がる。
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増
加
し
て
い
る
現
在
、
行
政
か

ら
の
お
知
ら
せ
や
、
医
療
機
関

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
窓
口
で

「
や
さ
し
い
日
本
語
」を
使
う
こ

と
が
、
外
国
人
に
分
か
り
や
す

く
情
報
を
伝
え
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ほ
ん
の
少
し
の
気

遣
い
で
、
日
本
人
も
外
国
人
も
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に

な
る
は
ず
で
す
。

大学を卒業後に東京で就職
したのですが、「外国に

行ってみたい」という思いがあ
り、ベトナムの日本語学校で１
年間働きました。
　その後二本松へ帰ってきて、
社会教育指導員として働いてい
たときに、「市民講座終了後も
活動を続けたい」という方たち
が愛好会などを立ち上げるのを
間近で見ていたので、ざくざく
ネットの立ち上げに迷いはあり
ませんでした。

　学習者に日本語を教える際に
は、やさしい日本語を使うよう
にしています。やさしい日本語
とは、災害発生時、避難情報な
どが在留外国人に伝わりやすい
ように、阪神・淡路大震災を
きっかけに考え出されたもので
す。具体的には、短く、やさし
い単語を選ぶこと、端的な表現

やさしい日本語

interview3
国際交流ボランティア『ざくざくネット』

　代表　菊
きく

地
ち

 紀
のり

子
こ

さん
1999年ざくざくネットを立ち上げた。イン
ドネシアの技能実習生の地域指導員として活
動しながら、市内の小学校で相談員として働く。

学習者に合わせた個別指導の様子。写真左はフィリピン出身の学習者のひらがな表とテキストで、
写真右はシリア出身の学習者が漢字の学習をしている。

をすることです。
　やさしい日本語を使う最大の
理由は、その方が外国人にとっ
て理解しやすいからです。外国
語というと、日本人はつい英語
を考えますが、母国語が英語で
ない方は多く、また日本に住む
外国人はある程度の日本語は理
解できます。さまざまな母国語
の外国人たちにとって、日本で
の共通言語は日本語です。やさ
しい日本語が使えれば、教室の
外でも日本人とのコミュニケー
ションが取りやすくなります。 
　もう１つの理由は、日本語以
外の外国語を使う場合、教える
側の支援者が限られてしまいま
すが、やさしい日本語なら誰で
も支援者になることができるか
らです。

　国際結婚で、母国から子ども
を連れて来日する外国人が増え
てきていますが、二本松市には
インターナショナルスクールが
無く、市内の学校に転入するこ
ととなります。子どもにとって、
日本語を覚えることが１つの壁
である上、さらに学校の勉強を、
母国語でない日本語で学ぶこと
は非常に大きな壁です。
　そこで、ざくざくネットとは
別団体で、小学生から高校生ま
でを対象に、日本語と学校の勉
強を学ぶための日本語教室を毎
月２回、開催しています。

子どものための支援

身近な国際交流
　以前は結婚して日本に来た中
国やフィリピン出身の方が多
かったのですが、最近はベトナ
ムやインドネシアからの技能実
習生が増えています。
　私たち支援者にとって、日本
語を教えることは、異文化や言
葉を楽しむことができる、身近
な国際交流です。日本人が海外
へ旅行すると、ツアー旅行など
の場合は観光地しか巡らず、外
国人の暮らしを見ることまでは
できません。しかしこの教室で
は、外国人と話しをすることで、
外国人の暮らしや考え方を知る
ことができます。日本語を教え
る代わりに異文化を知ることが
できる、ギブアンドテイクの関
係です。ざくざくネットでは、
日本語を教える支援者を随時募
集していますので、興味のある
方はぜひ参加してみてください。

　ざくざくネットの設立目的は、
「日本人と外国人が、相互に生
活しやすい環境づくりを行うこ
と」です。特別に何かをしなけ
ればならないのではなく、普通
に「接し」「話をする」ことで、外
国人も日本人も、共に暮らしや
すい社会になっていくのだと思
います。

共に暮らしていくために


